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アメリカ人の James Curtis Hepburn(ジェームス・カーティス・ヘボン)によって， 

下記のヘボン式ローマ字が考案されました。これは日本語の発音に近い英語のつづりを 

採用していて，地名・駅名・パスポートの人名表記などにおいて広く使用されています。 

例えば「し」は「si」ではなく「shi」と表記するなど，気を付けるポイントを動画で 

確認しましょう！ 

ヘボン式ローマ字 ２ 
解説動画は 

こちらから ☟ 



19 

◆練習問題◆ 次の言葉をヘボン式ローマ字で書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


